
三層鉄筋コンクリ ー ト構造物の振動台破壊実験
防災科学技術研究所では科学技術庁官民特定共同
研究において「強振動による鉄筋コンクリート構造
物の破壊に関する研究」を実施している。本年3月
20日，阪神・淡路大震災において記録された気象庁
神戸海洋気象台NS成分を基に作 成した入力波を用
いて実大3層鉄筋コンクリートフレー ムの破壊実験
を行った。本研究は東京大学生産技術研究所岡田恒
男教授を委員長とする推進委員会のもとに，東急建
設株式会社，株式会社青木建設，株式会社奥村組が
参加し，実施された。

試験体
試験体はFig. 1 に示すように階高3 m, スパン6

mX6 mの4 本柱の3層RC フレー ムである。柱断面
は45cm角であり，柱に比べ梁が弱く設計された
梁先行降伏型の試験体である。 スラブは15cmの厚
さで，加振方向に平行に小梁が入っている。積載荷
重は鋼製ブロックを用い加えられた。鋼製ブロック
は試験体が捩れ振動を起こすように配置された。3
層の 積載重量は17ton, 2層と 1層はlOtonである。
層重量は 3層が39.05ton, 2層が37.07ton, 1層が
37.28tonである。鉄筋強度はSD345を用いており，
D10など細いものは約3.5ton/ c』，太いD22等では4
ton/c団の強度である。試験体が崩れ落ちるのを防
ぐために，H400程度の鉄骨を用いて崩壊防止フレ
ー ムを振動台上に組み立てた。重量は約80tonであ
る。

実験方法
1968年十勝沖八戸EWの強震記録を用い最大変位
8 cm, 最大速度35cm/secの低いレベルの加振を行
い，次に本年1995年1月17日兵庫県南部地震の神戸
海洋気象台記録NS成分をフィルタ ーを用いずに修
正した振動台入力波を用い，余震等を想定し，3回
加振した。
神戸海洋気象台強震記録はNS成分が約820gal,

92cm/ sec, 36cmp-pである。防災科研の大型振動
台加振性能は水平一 方方向360tonf, 75cm/ sec, 士
23cm （定格は土22cm)である。防災科研の振動台
ではNS成分の92cm/secを出すことが出来ない。し
かし820gal, 36cmp-pを出すことができる。神戸海

洋気象台NSの積分速度波形を見ると， 振動台の限
界速度75cm/secを越えているのは 1箇所だけであ
り，そこ 歪みの少ない波形
で実験出来ると考えた。そこで92cm/secのところ
だけを72cm/secに落とした波形を作成し，820galの
最大加速度を維持した 振動台入力波で実験を行っ
た。Fig.2, 3で比較すれば分かる通りレスポンスの
低下は5％弱である。

実験結果
最初の1968年十勝沖八戸EW加振で柱梁の接合部
鉄筋の梁側は塑性化し，亀裂が入った。
次の神戸海洋気象台NSの加振では最上部に於い

て最大47cmの変位が発生した。その残留変位は
8.4cmあった。次の 2回も同じ入力で加振した。剛
性が低下したため，初期固有振動数がスペクトルの
ピー クからづれ，両回とも応答量は2回目に比べ約
70%�80％に低下した。残留変位は増加して行き，
3層重り側が14.5cm, 反対側は9.5cmになった。破
損形状はPhoto3 に示すように，当初考えていた梁
崩壊型であった。各階の変形と地震力のルー プ曲線
を描くとFig. 4のようになった。

結果
梁先行崩壊型で設計されたものが阪神・淡路大震
災の強震記録に対しても崩壊しにくいことが確認さ
れた。また破壊が進むにつれて見かけの減衰定数は
増加することが見られた。
また直角構造面の梁に捩れによる損傷が生じるこ

とが確認された。
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